Medical Education by 廣川 慎一郎 & 石木 学
医学教育学講座 
Medical Education 
 
准教授 廣川慎一郎 Shinichiro Hirokawa 
助 教 石木  学 Manabu Ishiki 
 
◆ 原 著 
1)  渡邊智子, 平野勝久, 魚谷英之, 塚田一博, 廣川慎一郎, 吉田丈俊．【最近の肥厚性幽門狭窄症】 漢方薬と幽門筋
の肥厚．小児外科. 2014 Oct;46(10):1003-1006. 
2)  酒井 渉, 立瀬剛志, 廣川慎一郎, 今中常雄, 細谷健一, 北島 勲．学生相談実践に関する考察 障害学生支援お
よび医療との棲み分けと連携について．CAMPUS HEALTH. 2014;51(1):536-538. 
3)  日本医学英語教育学会ガイドライン委員会（福沢嘉孝，一杉正仁，石井誠一，亀岡淳一，建部一夫，高田 淳，服
部しのぶ，廣川慎一郎，森 茂，守屋利佳，Rauol Breugelmans，吉岡俊正．医学教育のグローバルスタンダードに
対応するための医学英語教育ガイドライン（案）．J Med Educ . 2014 Mar; 13(3): 84-88． 
 
◆ 総 説 
1)  石木 学，戸邉一之.【糖尿病の最新食事療法のなぜに答える．基礎編】肥満メタボを伴う糖尿病には，どのような
指導・管理をするのでしょうか？. 臨床栄養別冊．2014；52-56．  
 
◆ 学会報告 
1)  Manabu Ishiki, Yasuhiro Nishida,  Akiko Takikawa, Yukiko Koshimizu, Minoru Iwata, Isao Usui, Kazuyuki Tobe: 
Astaxanthin, a Strong Antioxidant, Ameliorated Glucose Metabolism in Obese Mouse Through Various Mechanisms.74th 
American Diabetes Association scientific sessions; 2014 Jun 13-17; San Francisco, California. 
2)  Manabu Ishiki. The impact of astaxanthin on glucose metabolism. 17th International Symposium on Carotenoids (Invited 
speaker); 2014 Jun 29-Jul 4; Park city, Utah.  
3)  廣川慎一郎，石木 学, 塚田一博．医療人教育としての外科専門医教育カリキュラム 外科医のアウトカム. 第 46
回日本医学教育学会大会；2014 Jul 18-19；和歌山． 
4)  廣川慎一郎, 平野勝久, 渡邊智子, 塚田一博．魅力ある小児外科をめざして 医療人教育としての小児外科教育カリ
キュラムの課題 魅力ある小児外科教育のアウトカム．第 51 回日本小児外科学会学術集会；2014 May 8-10；大阪． 
5)  平野勝久, 松井恒志, 渋谷和人, 吉岡伊作, 澤田成朗,吉田 徹, 長田拓哉, 廣川慎一郎, 塚田一博．新生児期に
MRCP により胆道閉鎖症と鑑別し得た先天性胆道拡張症の一例．第 51 回日本小児外科学会学術集会；2014 May 8-10；
大阪． 
6)  石木 学，西田康宏，岩田 実，福田一仁，小清水由紀子，瀧川章子，薄井 勲，戸邉一之．抗酸化剤アスタキサ
ンチンの in vivo における糖代謝改善作用の検討．第 57 回日本糖尿病学会年次学術集会；2014 May 22-24；大阪． 
7)  岡部圭介，岩田 実，新村里美，角 朝信，和倉健朗，瀧川章子，小清水由紀子，福田一仁，石木 学，薄井 勲，
戸邉一之．2 型糖尿病患者の治療選択における食後の内因性インスリン分泌評価指標の有用性の検討．第 57 回日本
糖尿病学会年次学術集会；2014 May 22-24；大阪． 
8)  角 朝信，福田一仁，新村里美，和倉健朗，岡部圭介，岩田 実，石木 学，薄井 勲，戸邊一之．糖毒性解除前
後におけるグルカゴン負荷試験，CPI の治療選択における有用性．第 57 回日本糖尿病学会年次学術集会；2014 May 
22-24；大阪． 
9)  岩田 実，福田一仁，和倉健朗，岡部圭介，新村里美，角 朝信，石木 学，小清水由紀子，薄井 勲，戸辺一之
ピオグリタゾン少量(7.5mg/日)投与の有用性の検討．第 57 回日本糖尿病学会年次学術集会；2014 May 22-24；大
阪． 
10)  石木 学，廣川慎一郎．富山大学医学部における特色ある地域医療実習の効果. 第 46 回日本医学教育学会大会；2014 
Jul 18-19；和歌山． 
11)  新村里美，福田一仁，小清水由紀子，石木 学，中嶋 歩，朴木久恵，角 朝信，岡部圭介，岩田 実，薄井 勲，
戸邊一之．リラグリチドからリキシセナチドへの変更の有効性．第 51 回日本糖尿病学会近畿地方会；2014 Oct；
大阪． 
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12)  石木 学，西田康宏，瀧川章子，小清水由紀子，薄井 勲，戸邉一之．アスタキサンチンの肥満モデルマウスにお
ける糖代謝への影響. 第 35 回日本肥満学会；2014 Oct 24-25；宮崎． 
13)  新村里美, 福田一仁, 小清水由紀子, 石木 学, 中嶋 歩, 朴木久恵, 角 朝信, 岡部圭介, 瀧川章子, 岩田 実, 薄
井 勲, 戸邉一之. リラグルチドからリキシセナチドへの変更の有効性. 第 51 回日本糖尿病学会近畿地方会 ; 2014 
Oct 25 ; 大阪. 
14)  新村里美, 小清水由紀子, 石木 学, 中嶋 歩, 朴木久恵, 角 朝信, 岡部圭介, 瀧川章子, 福田一仁, 岩田 実, 薄
井 勲, 戸邉一之. 血糖コントロールに難渋している抗インスリン抗体陽性糖尿病の１例. 第 88 回日本糖尿病学会
中部地方会 ; 2014 Oct 26；名古屋. 
15)  石木 学，安井真希，小清水由紀子，薄井 勲，戸邉一之. デイサービス利用により血糖コントロールが改善した
高齢 2 型糖尿病患者の一例. 第 25 回日本老年医学会北陸地方会；2014 Oct 25-26；石川． 
16)  朴木久恵，小清水由紀子，中島 歩，新村里美，村上史峰，瀧川章子，福田一仁，石木 学，岩田 実，薄井 勲，
戸邉一之．コルチゾール産生腫瘍と対側の原発性アルドステロン症を合併した 3 症例．第 14 回日本内分泌学会北陸
支部学術集会；2014 Nov 9；金沢． 
 
◆ その他 
1)  廣川慎一郎．東京の白菜と九州の豚肉．富山市医師会報．2014 Sep；No520. 
2)  廣川慎一郎．第 12 回臨床研修指導医養成セミナー（富山大学附属病院）講師；2014 Nov 22-23；富山． 
3)  廣川慎一郎．小児ストーマ造設を要する疾患と術式．第 22 回北越ストーマリハビリテーション講習会基礎コース；
2014 Mar 8；富山． 
4)  石木 学．富山大学の専門研修について．富山大学附属病院先輩医師とキャリアを語る会；2014 Feb 23；富山． 
5)  石木 学，廣川慎一郎．地域医療臨床学生実習者のアンケートから．第 10 回地域医療フォーラム；2014 Mar 1；富
山． 
6)  石木 学．アスタキサンチンの糖尿病治療への臨床応用．天然薬物研究方法論アカデミー第 17 回シンポジウム；2014 
Jun 23；富山． 
7)  石木 学．糖尿病を治療するにあたって注意する点．第 17 回新川糖尿病フォーラム；2014 Nov 8；富山． 
8)  石木 学．第 12 回臨床研修指導医養成セミナー（富山大学附属病院）講師；2014 Nov 22；富山． 
9)  石木 学．平成 26 年度富山大学附属病院看護部専門領域セミナー「糖尿病看護」．（富山大学附属病院）講師；2014 
Dec 19；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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